
おかやま子ども支援ネットワーク事業

備中県民局エリア活動報告

認定NPO法人ハーモニーネット未来(笠岡市）



1987年（昭和62年）

未来を生きる子どもたちの心豊かな成長を願い

「子どもたちに夢を！たくましい豊かな創造性を！」

を合言葉に 笠岡子ども劇場 設立

1999年（平成11年）

特定非営利活動(ＮＰＯ)法人格取得

【名称変更】子ども劇場笠岡センター

2013年(平成25年)3月25日

ＮＰＯ法改正後 岡山県第1号！

認定特定非営利活動(ＮＰＯ)法人

子ども劇場笠岡センター

2016年(平成28年)

9月30日名称変更

～調和のある未来をめざす～

認定特定非営利活動(ＮＰＯ)法人

ハーモニーネット未来

認定NPO法人ハーモニーネット未来



団体の目的 １

親子・高齢者・障がい者・若者たち、

今を生きるすべての人が、

安心して、自分らしく生活できる

ふれあい・たすけ愛（地域共生）社会の創出

認定NPO法人ハーモニーネット未来



ひとり親・生活困窮家庭のための

いのちまるごとプロジェクト事業
(目 的)

新型コロナウイルス感染の長期化に伴い、金銭・食の物質的不安と

先の見えない精神的不安の両面に寄りそうことにより生まれる

「安心感」の提供

(内 容)
◎｢食べる｣ ｢学ぶ｣ ｢暮らす」生きるうえで大切な3つの柱をサポート

◎行政 ・ 企業 ･ 各種団体等、多様な主体による支援体制の構築

コロナ禍の今 2016年～

認定NPO法人ハーモニーネット未来





ひとり親・生活困窮家庭のための「 」事業

◆フードバンク活動を活用した食料・日用品配布及び宅配：フード＆ライフドライブ「てとて」

≪食料配布≫ ≪食料寄付≫（企業・個人）
・2020年４月～2021年3月 ・2021年4月～2022年3月：14トン

配布： 723家庭（2,500名） ・2022年4月～2023年1月：52トン
・2021年4月～2022年3月

配布：1,053家庭（3,600名） 合計：4,402家庭（15,100名）
・2022年4月～2023年1月

配布：2,626家庭（9,000名）

◆オンライン学習「みらい」：無償タブレットを使っての学習
対象：経済的に塾等へ通えない家庭の小学～高校生までの子ども 現登録：14家庭18名

◆母子･女性のためのシェアライフ｢ハーモニーはうす｣の運営 現利用：4家庭８名
対象：ひとり親家庭(母子)・DV被害者・生活困窮家庭 等
定員：４～５家庭
母子が人生の再スタートをするために必要な仮の住まい(ステップハウス)の提供。



≪今後の取り組み≫
・必要とする人へ必要な支援が届く仕組み構築！

・貧困という個人の課題を社会全体の問題としてとらえ、行政・
企業・団体・市民等多様な主体による支援体制の仕組みを
構築することのより課題解決をめざす。
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倉敷市
笠岡市
井原市
総社市
高梁市
新見市
浅口市
早島町
里庄町
矢掛町

備中県民局エリア



備中エリア研修会・交流会「備中ネット」

◆第１回：2022年７月22日(金) 備中県民局会議棟
参加者：26名(19団体)

◆第２回： 10月26日(水) 備中県民局会議棟
参加者：29名(19団体)

◆第３回：2023年２月16日(木) オンライン会議
参加者：10名(4団体)

◆第４回： ３月２日(木) ハッシュタグ岡山
「岡山子どもの居場所 研修・交流会」



県民局管内の子ども食堂等への働きかけによるネットワークの広がり

・倉敷市：６団体 ・井原市：０団体
・総社市：１団体 ・浅口市：２団体
・高梁市：３団体 ・里庄町：０団体
・新見市：０団体 ・矢掛町：１団体
・笠岡市：４団体 ・早島町：１団体

合計：１８団体



おかやま子ども支援ネットワーク事業～備中県民局エリア～
≪成果≫
・ネットワークの広がり：仲間を増やすことができた。（１８団体）
・支援が必要な家庭と、つながることができた。
・必要な家庭に、食料等の支援をすることができ。

≪課題≫
・「子どもの居場所」がない空白地がある
・事業、ネットワークの必要性、メリット、良さを伝えきれてない

≪今後に向けて≫

◆仲間を増やしていきたい。

◆各団体のレベル・スキルアップをめざし、ネットワークの充実とともに、
持続可能な活動をめざす



「備中ネット」会員募集！

★会員のメリット★

１．必要な情報提供・ノウハウ提供及び個別相談

２．フードバンク活動を活用しての食料提供

３．活動における思い、悩み、課題の共有

・解決のためのケース検討会議など


